














































えるほうの窓 1 は左にある。廊下のほうの窓 2 は
右である。黒板を背にして前を見ると、窓 1 は右
で、窓 2 は左となる。つまり、「左右」が逆転す







A Principle of Education PracticeⅠ: Empirical Facts
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挑戦させ、30 回でも 40 回でも連続でできたら、
その事実経験を見つめさせればいい。「よくやっ
た」とＭ子のがんばりを認めてやればいい。教師
はＭ子の肩でも抱きながら、つぎの子の挑戦を見
つめる。それだけでいい。
新しい遊びを演出して、Ｍ子の孤立化を防ぐ。
そうすると、Ｍ子の心はしだいにやわらいでくる。
そのうち、みんなといっしょに「がんばれー！」
と他の子を応援しだすかもしれない。そして、30
か 40 回ほどしかできなかった自分の“経験の事
実”にあらためて意識が向き出すかもしれない。
つぎの機会には、その事実に基づく何かの「論」
が生まれてくる。こういうことの積み重ねがＭ子
を自律化させていく。
私は、以上の事例分析をとおして、つぎの二点
を主張している。
①幼児の中の事実を見よ。その事実の指令性、
優先性、教育性に目を向けよ。事実にしたがい、
したがわせることこそが、幼児教育方法の基本原
理である。
②とくに「みそ汁づけ」と「トランポリン」の
保育者は、ものごとを重層的に考えるべきであ
る。「この局面で、食事のマナーとか“かわいそ
う”という心情をもちだすのは適切か」を考える
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といい。「自己主張」とは何か、「利己心」とは何
か、ということを“抽象のはしご”を一歩でもの
ぼって、そこから対象を見晴らすといい。つまり、
メタ理論性のある頭の働かせ方をせよ、というこ
とだ。身体的には子どもの近距離にいても、頭の
中では遠距離から子どもの行動を俯瞰する、とい
うのがとくに幼児教育をなす保育者の役割である。
自身の保育構想をメタ理論的に重層化させるとい
う習性をもってこそ、子どもの行動への対応が的
確になる。日々の保育行動は、そういうことの積
み重ねによって発展していくのだ。
注
1）　田中敏隆は「左右の空間概念はなかなか身に
つかない」という。田中『子供の認知はどう
発達するのか』（金子書房　2002 年）　p.73
2）　この実験は、私が 30 年以上も前におこなっ
たことである。公表は本紀要がはじめてであ
る。
3）　ウィトゲンシュタイン（野矢茂樹訳）『論理
哲学論考』（岩波文庫　2003 年）　p.13
4）　田中敏隆　前掲書　p.71
5）　右から先に書くと、左に移るときに右の線が
隠れる、という事実に私が気づいたのは、2）
の鏡文字の実験と同時期である。その主要な
部分は、日本教育大学協会幼児教育部門会編
『現代の幼児教育の諸問題』（川島書店　1981
年）に所収の拙論「『教育学』授業の内容構
成」で報告しているが、写真つきで詳細に報
告したのは本紀要がはじめてである。なお、
こういう根拠を示した先行研究は現時点まで
私は知らない。
6）　友田不二男『カウンセリングの技術』（誠信
書房　1990 年）　p.22
7）　同上
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